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鍵となる課題

具体的に解決
すべき項目

大気－海洋－陸域の炭
素や窒素の大規模循環
はどうなっているのか

エアロゾル、オゾン、
SOx等の濃度はどう変

化し、温暖化との関係
はどのようなものか

いつの時点で、どのような
気候や海面水位などの変

化が生じるのか？

いつの時点で、どのような
気候や海面水位などの変

化が生じるのか？

温室効果ガスの大
気中の濃度はどう
変化するのか

地球温暖化研究イニシアティブ全体イメージ図

温室効果ガスはど
のような人為活動
で、どのくらい発
生・吸収している
のか

人為的な温室効果
ガスの発生源と発
生量はどのように
推移するのか？

人為的な温室効果
ガスの発生源と発
生量はどのように
推移するのか？

気候の変化をどのよう
に予測するか

モニタリングと情報提供

早期検出、研究の基礎
データ、予測モデルへの
入力及び検証、対策効
果の検証等

早期検出、研究の基礎
データ、予測モデルへの
入力及び検証、対策効
果の検証等

気候の現状と変化

温室効果ガス・エアロゾ
ル濃度の現状と変化

どのレベルの気候変化で、
人類や生態系に危険が生
じるのか？

どのレベルの気候変化で、
人類や生態系に危険が生
じるのか？

温暖化リスクにどこま
で、どのように適応する

ことができるのか

影響・リスク研究

生態系、食料生産、
人間社会などは気候
の変化にどう反応し、
どのような影響が生
じるのか

将来の温暖
化リスクにど
のように対応
するか、その
コストはいく
らか

いつ、どのような

政策が可能なの
か？

いつ、どのような

政策が可能なの
か？

社会経済的、
制度的な方
策やそのコス
トはいくらか

管理政策研究drivin
g force

人類や地球の生態系に
危険を起こさない大気
中の温室効果ガス排出
シナリオをいかに設定
するか？

温暖化以外の環
境変動要因はど

うなるのか

排出抑制技
術の有効性
や環境影響
の総合評価

driving 
force 技術によって温室効果ガスの

排出をどこまで抑制できるの
か？

技術によって温室効果ガスの
排出をどこまで抑制できるの
か？

技術によってＣＯ２をどれだけ回
収・固定化できるのか？

技術によってＣＯ２をどれだけ回
収・固定化できるのか？

回収・固定化技
術導入のため
のコストはいく
らか

回収・固定化
技術の有効性
や環境影響の
総合評価

実用的な技術システムをどう構
築するか、LCAの視点でどうか

実用的な技術システムを
どう構築するか、LCAの
視点でどうか

その他温室効果
ガス排出抑制技
術の開発

エネルギー起源
ＣＯ２排出抑制技
術の開発

排出抑制技術研究開発

エネルギー需給構造は
どのように変化するの
か

ＣＯ２回収・固定化
技術の開発

技術移転、
CDMなど国

際協力の可
能性はどの
程度あるの
か

人口、産業構造、森
林等はどのように変
化するのか

回収・固定化技術研究開発

排出抑制技術導入のた
めのコストはいくらか

気候変化・将来予測研究

陸域と海洋の二酸化炭
素吸収の現状と変化

土地利用、海氷、雪氷、
生態系の現状と変化

影響・適応・
脆弱性評価

-ﾘｽｸ、ｺｽﾄ、
受容性
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温暖化抑制政策研究プログラム: 課題（２００２年検討）

研究の進捗：ＵＮＦＣＣＣの進行にあわせて着実に進みつつあると評価 以下の課題有り

研究課題のカバー範囲：

気候変動枠組み条約および京都議定書・ポスト京都にむけての国際政策支援体制は、
評価モデル、国際合意、法的検討、計量経済評価等の研究でかなり強まっている。

京都およびそれ以降の国内政策支援研究は、対策評価モデル、長期シナリオ、地方自
治体支援、都市形成、企業経営、低公害車などがある。しかし国民意識形成、税や排出
量取引を組み合わせた国内制度設計、脱温暖化社会に向けた構造改革、合意形成や温
暖化施策と経済との好循環、などへの研究がさらに必要

研究主体：

国際政策研究が一定の研究所に集中している。他の省庁関連研究所および大学でも研
究が行われているが、in-houseにとどまり、イニシャテイブに登録されていない。→公開の

場での検討によって、政策科学としての研究が一層進展するのではないか？

大学における研究を一層組織化して、政策に反映させる仕掛けがいる。科研費その他
の研究成果の活用が必要

イニシャテイブ同士のつながり：

温暖化技術イニシャテイブにおけるマクロな技術政策・技術シナリオとの交流が必要
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